
　　月当番による合評後、質問、意見の交換。

　　全会員で特選句7句を選んだ。

特選句

蒼天へ羽ばたく如き白木蓮　　　　　　　　　　和　女

春光や干されしシャツの白眩し　　　　　　　　和　女

遠汽笛栞をはさむ春の宵　　　　　　　　　　　春　駒

沈丁の色香冷めゆく小糠雨　　　　　　　　　　三　洋　

春旅や義父の形見の腕時計　　　　　　　　　　重　九

「第158回例会」は、いきいきセンター晴嵐かなざわ

兼題「山」を入れた1句、他に当季雑詠3句、合計4句

披講　三洋

分科会開催報告書

　　第157回例会は兼題「仲春の地理」を入れた１句、当季雑詠3句、合計4句

報告日　　令和　４年４月4日　(月） 報告者　　長島和子

分科会名　浮雲俳句会 開催テーマ　第157回浮雲俳句会

開催日時　令和4年３月27日（日）午前10時～12時 開催場所　いきいきセンター晴嵐かなざわ

参加人数　　浮雲俳句会会員　　男９名　女５名　合計14名　欠席者0名

　　最初に、太田重九代表より、役割分担の変更、年間スケジュール等の説明あり。

　　句会は小俣一梲会員による選句の披講の後、全会員各々が特選句に選んだ句の

　　選評をした。

実施内容

リハビリのよろめく一歩草青む　　　　　　　　とも女

春セーター十年物のお気に入り　　　　　　　　二　幸

次回の予定

令和4年4月24日（日）　午前10時～12時


